


①　平均値フィルタ
　ある画素（注目画素）を中心とした任意の大
きさの矩形領域の各画素の濃度の平均を求め平
滑化画像の濃度値とする方法を平均値フィルタ
という．
　実験では注目画素を中心とする3×3の9画素
の濃度値の平均値を計算することで平滑化画像
を作成している．

②　メディアンフィルタ
　ある画素を中心とした任意の大きさの矩形領
域の各画素の濃度値の中央値を注目画素の濃度
値とする．実験では3×3の9画素を昇順，また
は降順でソートをすることで中央値を算出す
る．

③　実験結果
　図2のノイズ画像に対し平均値フィルタを実
行した結果を図3，メディアンフィルタを実行
した結果を図4に示す．平均値フィルタではノ
イズは薄くなるがノイズの範囲が大きくなり完
全に除去できない．また全体的にぼやけた画像
となる．一方のメディアンフィルタではノイズ
は除去できており，平均値フィルタよりも
シャープさが残っている．
　なぜ違いが生じるかはフィルタの計算方法に
よる影響である．
　実験で加えたノイズは極端な濃度値（0や

255）を持つ．そのため平均値フィルタでは計
算結果に影響を与えやすく，1画素のノイズが
周囲の8画素に影響を与えてしまいノイズは薄
くはなるが，かえってノイズの範囲が広がって
しまう．
　一方のメディアンフィルタでは計算結果は9

画素の中央値となるため極端な値を持つノイズ
が採用されにくいため実験結果ではノイズ数が
多くないためノイズが完全に除去されている．

（4）微分フィルタ
　微分フィルタとは画像に含まれる輪郭線や濃
度が変化している部分を抽出するために用いら
れる．
　実験では微分フィルタの一種であるラプラシ
アンフィルタを用いる．

図2　ノイズを付加した画像

図3　平均値フィルタ実行後

図4　メディアンフィルタ実行後
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①　ラプラシアンフィルタ
　ラプラシアンフィルタとは2次微分のフィル
タで濃度が加速度的に変化している部分を抽出
するフィルタである．このフィルタは注目画素
の上下左右成分の差分を求める L4と L4になな
め成分の差分を加えた L8がある．図1の画像に
L4を実行した結果を図5に示す．

②　鮮鋭化
　ラプラシアンフィルタに原画像データ（濃度
値）を加えることで鮮鋭化することができる．
鮮鋭化した画像を図6に示す．
　結果は濃度値が急激に変化している部分を強
調した画像となる．ラプラシアンフィルタは濃
度の変化量が少ない部分は濃度値が0に近くな
る．そのためもとの濃度値を足すことにより輪
郭線等の強調された部分以外はほぼ復元する．

（5）2値化
　2値化とは閾値を決定し，閾値より濃度が低
い画素は全て黒，高い濃度は全て白に変換する
ことで実現される．閾値の決定する手法がいく
つかあるが実験ではモード法を利用する．

①　モード法
　モード法とは画像の濃度ヒストグラムから閾
値を決定する方法で濃度ヒストグラムの谷の部
分を閾値として取る．濃度ヒストグラムとは横
軸に濃度値（0〜255），縦軸に画素数をプロッ
トしたグラフである．
　図1の画像の濃度ヒストグラムを図7に示す．
　モード法により閾値を150として2値化した結
果を図8に示す．
　閾値を変化させることで異なる2値画像が作

図5　ラプラシアンフィルタ（L4）実行後

図6　鮮鋭化画像

図7　濃度ヒストグラム

図8　2値画像（閾値150）
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成される．閾値を増やすと黒の領域が多くな
り，逆に減らすと白の領域が多くなる．
　比較として図8と異なる閾値90とした画像を
図9に示す．

（6）　2値画像処理
①　孤立点除去
　2値化した画像に対し，孤立点をノイズとみ
なし除去操作を行う．孤立点とは注目画素とそ
の周囲8画素の関係が1）周囲の8画素が同じ濃
度値，2）注目画素と周囲の画素の濃度値が異
なる，の2点を満たす画素のことである．
　3×3のフィルタを利用して孤立点のチェック
を行い，孤立点であれば濃度値を周辺画素の濃
度値に変更する．実験では孤立点除去操作のプ
ログラムを課題として実装をさせる．
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